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青森県地域交通戦略会議運営支援等業務委託仕様書（案） 

 

１．業務名 

青森県地域交通戦略会議運営支援等業務 

 

２．契約期間 

契約締結日から令和９年２月５日（金）まで 

 

３．業務の目的 

本県では、青森県基本計画の目指す姿「若者が、未来を自由に描き、実現できる社会」の交通

分野での具現化を目指し、２０４０年の本県の地域交通のあるべき姿、その実現に向けた県の取

組の方向性、関係者の役割等について、有識者による検討会議（青森県地域交通戦略会議）を設

置し、多角的に議論することとしている。 

議論の結果は報告書として取りまとめ、令和９年度に策定予定の次期青森県域公共交通計画に

反映させ、取組を進めていくこととしている。 

本業務は、有識者による検討会議の円滑な運営を支援するとともに、検討の基礎資料となる公

共交通や地域の輸送資源の実態等の調査を目的とするものである。 

 

４．業務の内容 

国土交通省が示す「地域公共交通計画のアップデート」の考え方を踏まえた次期地域公共交通

計画の検討を見据え、次に掲げる作業を通じて、本県の地域公共交通の現状分析、地域交通のあ

るべき姿を整理する。 

（１）計画・準備 

本業務を進めるに当たり、仕様書に示す内容の具体的な進め方や実施体制、スケジュール等

を検討・整理し、業務計画書として取りまとめる。整理した業務計画書をもとに発注者との協

議を行い、進め方等について了解を得るものとする。 

 

（２）青森県地域交通戦略会議の運営支援 

   青森市内で年４回程度開催予定の会議について、次の運営支援を行う。なお、運営支援に当

たっては、ライドシェアや地域旅客運送サービスの共同化・協業化、自動運転技術、貨客混

載、利便増進の取組など、本県の地域公共交通の課題解決に資する最新の制度や技術などの知

見、取組事例を整理し、議論の参考として提示していく。 

① 会場手配・設営・撤去・会場費支払い 

② 会議開催時の質疑応答への対応 

③ 会議資料及び最終報告書案の作成支援、及び議事録の作成 

④ その他、円滑な会議運営に必要な事務局のサポート 
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（３）人口情報及び地域特性情報の整理 

   国が公表するデータや県が所有するデータ等を活用し、２０２５年と２０４０年の県内の人

口情報（居住（夜間）人口、高齢人口、従業者数等）、及び主要施設の立地状況等をはじめと

した地域特性情報について、県全体及び県内６圏域（東青・中南・三八・西北・上北・下北）

毎に情報収集し整理する。 

 

（４）県内の公共交通の実態等の現況整理 

公表されているデータや後述の基礎調査の実施結果等を活用し、次の交通モード毎の現状

（事業者数、路線数、車両数、車庫数、輸送人員、乗用タクシーにあっては実働率、デマンド

交通にあっては運行時間、人材不足の実態、等）と課題、将来見通しを整理する。 

① 鉄道（新幹線除く）  

② 県内広域路線バス（弘南バス㈱、岩手県北自動車㈱南部支社、十和田観光電鉄㈱、下北

交通㈱、JR バス東北㈱） 

③ 乗用タクシー 

④ 市町村が運営する域内バス（市町村民バス、デマンド交通、スクールバス、福祉バス、

患者輸送バス、等） 

⑤ 公共ライドシェア 

⑥ 日本版ライドシェア 

 

（５）基礎調査の実施 

① 地域の輸送資源実態調査 

県内の鉄道、バス、タクシー等の公共交通以外の輸送資源を把握するため、県内のスー

パーが運営する買い物バス、薬局・病院が運営する患者送迎バス、私立高等学校が運営す

るスクールバスについて、運行実態を調査し整理する。 

② 交通事業者アンケート調査 

県内の広域的な公共交通を運行する交通事業者の現状を把握するため、交通事業者を対

象としたアンケート調査を実施する。 

なお、より詳細に実態等を把握する必要がある場合には、当該事業者を対象として個別

ヒアリング調査の実施も想定する。 

対象：航路４事業者、鉄道４事業者、広域路線バス５事業者、（一社）県タクシー協会 

実施方法：メール配布・メールフォームによる回答 

③ 市町村アンケート調査 

市町村内の公共交通（域内交通）や市町村を跨いで運行する移動サービス等の実態、及

び広域公共交通・交通拠点に対する市町村の考え・意向等を把握するため、市町村の公共

交通担当者を対象としたアンケート調査を実施する。 

対象：県内全市町村の公共交通担当者 

実施方法：メール配布・メールフォームによる回答 
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④ 通学利用アンケート調査 

高校生の居住地からの通学方法及び保護者の送迎負担の実態を把握するためのアンケー

ト調査を実施する。 

対象：県内の全高校生とその保護者 

実施方法：メール配布・メールフォームによる回答 

※ 県教育委員会を通じた配布を想定 

⑤ 人流データ分析調査 

既存の公共交通サービスの恩恵を十分に受けられていない層の潜在的ニーズを把握する

ため、携帯電話基地局等のデータ購入、又は国が提供する RESAS（地域経済分析システム）

等のデータを活用した人流データ分析を実施する。 

 

５．想定スケジュール 

 令和８年 ７月     第１回青森県地域交通戦略会議（※） 

 令和８年 ８月下旬   第２回青森県地域交通戦略会議 

 令和８年 ９月下旬   第３回青森県地域交通戦略会議 

令和８年１０月下旬   第４回青森県地域交通戦略会議 

 令和８年１１月下旬   第５回青森県地域交通戦略会議 

 令和８年１２月     報告書取りまとめ 

 （※）本業務における運営支援は第２回～第５回会議での支援を想定。 

 

６．成果品 

以下の成果品を納品する。 

① 業務報告書    2 部 

② 実態調査データ  2 部 

③ 青森県地域交通戦略会議報告書  2 部 

④  ①～③に係る電子データ 一式 


